
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】体内の臓器に、内視鏡を利用してカテーテルを

留置する際、体内へのワイヤ挿入及びカテーテル留置を

実施可能で、患者への負担軽減が可能なアクセス器具を

提供する。

【解決手段】　アクセス器具１０ａは、体内の臓器にカ

テーテル１２を留置する際に用いられ、患者の口から体

内へと前記カテーテル１２を牽引し留置するための牽引

具１４と、患者の皮膚から体内へと前記牽引具１４を挿

入するための穿刺具１６とを有する。牽引具１４は、ロ

ッド１８と、ロッド１８に一方の端部が係合されたワイ

ヤ２０とを備える。穿刺具１６は、ロッド１８を収納可

能な内腔２２ａを有し且つ生体に刺通可能な先端が設け

られた穿刺針２２と、穿刺針２２の後端側から内腔２２

ａへ挿入される押出部材２４とを備える。そして、ロッ

ド１８は、穿刺時には内腔２２ａに収納され、穿刺後に

は押出部材２４により穿刺針２２の先端側から体内へと

押し出されるように構成される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 内 の 臓 器 に カ テ ー テ ル を 留 置 す る 際 に 用 い ら れ 、 患 者 の 口 か ら 体 内 へ と 前 記 カ テ ー テ
ル を 牽 引 し 留 置 す る た め の 牽 引 具 と 、 患 者 の 皮 膚 か ら 体 内 へ と 前 記 牽 引 具 を 挿 入 す る た め
の 穿 刺 具 と を 有 す る ア ク セ ス 器 具 で あ っ て 、
　 前 記 牽 引 具 は 、 ロ ッ ド と 、 前 記 ロ ッ ド に 一 方 の 端 部 が 係 合 さ れ た ワ イ ヤ と を 備 え 、
　 前 記 穿 刺 具 は 、 前 記 ロ ッ ド を 収 納 可 能 な 内 腔 を 有 し 且 つ 生 体 に 刺 通 可 能 な 先 端 が 設 け ら
れ た 穿 刺 針 と 、 前 記 穿 刺 針 の 後 端 側 か ら 前 記 内 腔 へ 挿 入 さ れ る 押 出 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 ロ ッ ド は 、 前 記 穿 刺 針 に よ る 穿 刺 時 に は 前 記 内 腔 に 収 納 さ れ 、 穿 刺 後 に は 前 記 押 出
部 材 に よ り 前 記 先 端 側 か ら 体 内 へ と 押 し 出 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
ア ク セ ス 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の ア ク セ ス 器 具 に お い て 、
　 前 記 穿 刺 針 の 先 端 面 に は 、 前 記 内 腔 に 収 納 さ れ た 前 記 ロ ッ ド に 係 合 さ れ て い る 前 記 ワ イ
ヤ を 該 穿 刺 針 の 側 部 に 引 き 出 す た め の 切 欠 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ア ク セ ス
器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 体 内 の 臓 器 に カ テ ー テ ル を 留 置 す る 際 に 用 い ら れ 、 患 者 の 口 か ら 体 内 へ と 前 記 カ テ ー テ
ル を 牽 引 し 留 置 す る た め の 牽 引 具 と 、 患 者 の 皮 膚 か ら 体 内 へ と 前 記 牽 引 具 を 挿 入 す る た め
の 穿 刺 具 と を 有 す る ア ク セ ス 器 具 で あ っ て 、
　 前 記 牽 引 具 は 、 ロ ッ ド と 、 前 記 ロ ッ ド に 一 方 の 端 部 が 係 合 さ れ た ワ イ ヤ と を 備 え 、
　 前 記 穿 刺 具 は 、 前 記 牽 引 具 が 挿 通 す る シ ー ス と 、 前 記 シ ー ス に 摺 動 可 能 に 挿 入 さ れ 且 つ
生 体 に 刺 通 可 能 な 先 端 が 設 け ら れ た 刺 通 針 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る こ と を 特 徴 と す る
ア ク セ ス 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の ア ク セ ス 器 具 に お い て 、
　 前 記 シ ー ス は 、 長 手 方 向 に 分 割 可 能 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ア ク セ ス 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ア ク セ ス 器 具 に お い て 、
　 前 記 ワ イ ヤ に は 、 環 状 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ア ク セ ス 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 体 内 の 臓 器 に カ テ ー テ ル を 留 置 す る 際 に 用 い ら れ る ア ク セ ス 器 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 高 齢 や 疾 病 の た め に 嚥 下 機 能 が 低 下 し 、 食 品 や 薬 剤 の 経 口 摂 食 が 困 難 な 患 者 に
対 し て は 、 胃 瘻 カ テ ー テ ル や 空 腸 瘻 カ テ ー テ ル を 用 い て 流 動 食 や 薬 品 等 の 投 与 が 行 わ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 胃 瘻 カ テ ー テ ル や 空 腸 瘻 カ テ ー テ ル は 、 通 常 、 患 者 の 口 か ら 胃 や 空 腸 に 挿 入 さ れ た
内 視 鏡 を 利 用 し 、 腹 部 の 皮 膚 か ら 穴 部 を 形 成 し て 取 り 付 け ら れ る （ 内 視 鏡 を 用 い た 胃 瘻 造
設 術 「 Ｐ Ｅ Ｇ 」 、 内 視 鏡 を 用 い た 空 腸 瘻 造 設 術 「 Ｐ Ｅ Ｊ 」 ） 。 こ の よ う な Ｐ Ｅ Ｇ や Ｐ Ｅ Ｊ
の 手 技 と し て は 、 プ ッ シ ュ 法 （ サ ッ ク ス ・ ヴ ァ イ ン 法 ） や プ ル 法 （ ポ ン ス キ ー 法 ） が 一 般
的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 、 前 記 プ ッ シ ュ 法 に よ る 胃 瘻 カ テ ー テ ル の 造 設 で は 、 先 ず 、 内 視 鏡 の 先 端 （ 遠 位
端 ） を 口 か ら 食 道 を 通 し て 胃 内 に 挿 入 す る 。 次 に 、 空 気 を 送 気 し て 膨 張 さ せ る こ と に よ り
胃 を 拡 張 し た 後 、 シ ー ス を 装 着 し た 穿 刺 針 を 腹 部 の 入 口 部 位 に 穿 刺 し て 切 開 す る 。 次 い で
、 シ ー ス を 残 し た ま ま 、 穿 刺 針 を 抜 去 す る 。 そ し て 、 内 視 鏡 に 設 け ら れ た ス ネ ア を 胃 内 に
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挿 入 し 、 シ ー ス の 先 端 （ 遠 位 端 ） 上 で ル ー プ に す る 。 さ ら に 、 ワ イ ヤ の 先 端 （ 第 １ 端 ） を
シ ー ス を 通 し て 胃 内 に 挿 入 し 、 こ れ を ス ネ ア で 把 持 す る 。 こ の 際 、 ワ イ ヤ の 後 端 （ 第 ２ 端
） は シ ー ス 後 端 か ら 患 者 の 体 外 に 保 持 さ れ て い る 。 次 に 、 内 視 鏡 及 び ス ネ ア を 患 者 の 口 か
ら 取 り 出 す こ と で 、 ス ネ ア で 把 持 さ れ て い る ワ イ ヤ の 先 端 を 口 外 に 引 き 出 す 。 そ し て 、 胃
瘻 カ テ ー テ ル を ワ イ ヤ の 先 端 に 挿 入 し 、 ワ イ ヤ 上 を 後 端 （ 第 ２ 端 ） に 向 か っ て 押 す こ と に
よ り 、 該 胃 瘻 カ テ ー テ ル を 皮 膚 を 挿 通 さ せ た 状 態 で 胃 内 に 留 置 さ せ て い る （ 特 許 文 献 １ 参
照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 前 記 プ ル 法 に よ る 胃 瘻 カ テ ー テ ル の 造 設 で は 、 シ ー ス か ら 穿 刺 針 を 外 し た 後 、 ワ
イ ヤ の 先 端 を シ ー ス を 通 し て 胃 内 に 挿 入 す る 。 次 い で 、 胃 内 で 内 視 鏡 の ス ネ ア に よ り ワ イ
ヤ を 把 持 し た 後 、 内 視 鏡 及 び ス ネ ア を 患 者 の 口 か ら 取 り 出 す こ と で 、 ワ イ ヤ の 先 端 を 口 外
に 引 き 出 す 。 さ ら に 、 ワ イ ヤ の 先 端 を 胃 瘻 カ テ ー テ ル の 先 端 （ 取 付 部 ） に 結 合 す る 。 そ し
て 、 ワ イ ヤ の 後 端 側 を 引 き 、 胃 瘻 カ テ ー テ ル を 患 者 の 腹 部 か ら 引 き 出 す る こ と に よ り 、 胃
瘻 カ テ ー テ ル を 留 置 し て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の よ う な 胃 瘻 造 設 術 は 、 嚥 下 で き な い 患 者 の 長 期 栄 養 補 給 の た め の 一 般 的 な 方 法 で
あ る が 、 患 者 の 状 況 （ 症 状 ） に よ っ て は 、 食 品 等 を 患 者 の 胃 を 通 さ ず 、 空 腸 に 直 接 提 供 す
る 方 が 望 ま し い 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 、 カ テ ー テ ル を 胃 で は な く 空 腸 に 留 置 す る こ と に な
る が 、 通 常 は 、 上 記 胃 瘻 造 設 術 と 同 様 な 技 術 （ 手 技 ） を 用 い て 行 っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ で 、 カ テ ー テ ル を 経 皮 に よ り 空 腸 に 留 置 す る 際 の 技 術 課 題 と し て 、 ワ イ ヤ の 挿 入
穴 を 形 成 す る た め の ア ク セ ス 器 具 （ 穿 刺 針 、 ア ク セ ス 針 ） に よ る 空 腸 穿 刺 操 作 の 困 難 性 が
知 ら れ て い る 。 空 腸 穿 刺 操 作 が 困 難 な 原 因 と し て は 、 空 腸 が 狭 い こ と 、 空 腸 が 体 内 の 特 定
位 置 に 固 定 さ れ て い な い こ と 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の た め 、 空 腸 穿 刺 を よ り 確 実 に 行 う こ と を 目 的 と し て 、 穿 刺 針 の 直 径 を よ り 小 さ な も
の に す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 体 内 で 固 定 さ れ て い な い 空 腸 に 穿 刺 す る 際 に は 、 外 径 の
太 い 針 で は 穿 刺 時 の 抵 抗 が 大 き く 空 腸 前 壁 へ の 穿 刺 が 難 し い か ら で あ る 。 し か し な が ら 、
こ の よ う な 小 径 の 穿 刺 針 に よ っ て 、 空 腸 へ の 確 実 な 穿 刺 が で き る よ う に な っ て も 、 穿 刺 後
の 患 者 の 体 動 等 に よ り 、 該 穿 刺 針 が 空 腸 か ら 抜 け て し ま う と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 こ の よ う な 空 腸 穿 刺 で の 問 題 に 対 応 す る た め に 考 案 さ れ た 方 法 は 、 先 ず 、 図 ２
８ に 示 す よ う に 、 外 径 が 非 常 に 小 さ い 小 径 針 １ ０ ０ を 前 腹 壁 １ ０ ２ か ら 空 腸 １ ０ ４ の 空 腸
前 壁 １ ０ ４ ａ へ と 刺 通 す る 。 次 い で 、 患 者 の 口 か ら 空 腸 １ ０ ４ 内 へ と 挿 入 さ れ て い る 内 視
鏡 １ ０ ８ に 備 え ら れ た ル ー プ 状 の ス ネ ア １ １ ０ で 小 径 針 １ ０ ０ の 先 端 を 把 持 す る （ 図 ２ ９
参 照 ） 。 そ の 後 、 小 径 針 １ ０ ０ を 引 き 上 げ て 空 腸 前 壁 １ ０ ４ ａ を 前 腹 壁 １ ０ ２ に 固 定 す る
（ 図 ３ ０ 参 照 ） 。 こ の よ う に 固 定 し た 空 腸 １ ０ ４ の 小 径 針 １ ０ ０ に よ る 穿 刺 部 位 の 近 傍 に
、 シ ー ス １ １ ２ 内 に 穿 刺 針 １ １ ４ が 装 着 さ れ た 穿 刺 具 １ １ ６ （ ア ク セ ス 針 ） を 穿 刺 す る （
図 ３ １ 参 照 ） 。 そ し て 、 ス ネ ア １ １ ０ を 、 小 径 針 １ ０ ０ か ら 穿 刺 具 １ １ ６ の シ ー ス １ １ ２
へ と 移 動 さ せ 、 今 度 は ス ネ ア １ １ ０ に よ り シ ー ス １ １ ２ を 把 持 す る （ 図 ３ ２ 参 照 ） 。 次 い
で 、 図 ３ ３ に 示 す よ う に 小 径 針 １ ０ ０ を 体 外 へ と 抜 去 し た 後 、 図 ３ ４ に 示 す よ う に シ ー ス
１ １ ２ か ら 穿 刺 針 １ １ ４ を 抜 去 す る 。 そ し て 、 穿 刺 針 １ １ ４ が 抜 去 さ れ た シ ー ス １ １ ２ を
通 し て 、 空 腸 １ ０ ４ 内 へ と ワ イ ヤ １ １ ８ を 挿 入 す る （ 図 ３ ５ 参 照 ） 。 次 い で 、 ス ネ ア １ １
０ に よ る シ ー ス １ １ ２ の 把 持 力 を 緩 め 、 該 ス ネ ア １ １ ０ を 下 方 へ と 移 動 さ せ て ワ イ ヤ １ １
８ を 把 持 し た 後 、 シ ー ス １ １ ２ を 体 外 へ と 抜 去 す る （ 図 ３ ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 方 法 で は 、 以 上 の よ う に し て 前 腹 壁 １ ０ ２ を 通 し て 空 腸 １ ０ ４ 内 へ と 挿 入 さ れ た ワ
イ ヤ １ １ ８ を 、 内 視 鏡 １ ０ ８ （ ス ネ ア １ １ ０ ） に よ り 口 外 へ と 牽 引 し た 後 、 該 ワ イ ヤ １ １
８ を 介 し て 空 腸 瘻 カ テ ー テ ル （ 図 示 し な い ） を 空 腸 １ ０ ４ 内 へ と 留 置 し て い る （ 特 許 文 献
２ 参 照 ） 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-319345 A 2007.12.13



【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 方 法 に よ れ ば 、 空 腸 に 穿 刺 し 易 い 小 径 針 を 先 ず 穿 刺 し て 、 空 腸 を 腹 壁 へ と 固 定 す る
こ と で 、 ワ イ ヤ を 挿 入 す る 穿 刺 針 （ シ ー ス ） の 空 腸 へ の 穿 刺 を 容 易 な も の と し て い る 。 し
か し な が ら 、 こ の 方 法 に お い て も 、 ス ネ ア を 小 径 針 か ら シ ー ス へ と 移 動 さ せ る 際 （ 図 ３ １
及 び 図 ３ ２ に 示 す ） に は 、 小 径 針 及 び シ ー ス の 両 方 が ス ネ ア に よ り 固 定 さ れ て い な い 、 つ
ま り 、 空 腸 と 腹 壁 と の 間 が 固 定 さ れ て い な い 状 態 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 従 っ て 、 こ の 場 合 に 患 者 の 体 動 等 が あ る と 、 シ ー ス が 空 腸 か ら 外 れ て し ま う 可 能 性 が あ
る 。 ま た 、 小 径 針 と 穿 刺 針 と で 合 計 ２ 回 の 穿 刺 を 行 っ て い る た め 、 誤 穿 刺 が な さ れ る 可 能
性 も 高 く 、 患 者 へ の 負 担 も 大 き な も の と な る 。 さ ら に 、 内 視 鏡 を 利 用 し て 、 空 腸 内 で ス ネ
ア を 小 径 針 か ら シ ー ス へ と 移 動 さ せ る 必 要 が あ る 等 、 そ の 操 作 が 煩 雑 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ３ ７ ６ １ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 表 ２ ０ ０ ５ － ５ １ ２ ６ ６ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 係 る 従 来 の 課 題 を 考 慮 し て な さ れ た も の で あ り 、 例 え ば 、 胃 や 空 腸 等 の 体 内
の 臓 器 に 、 内 視 鏡 を 利 用 し て カ テ ー テ ル を 留 置 す る 際 、 簡 単 な 操 作 に よ り 体 内 へ の ワ イ ヤ
の 挿 入 及 び カ テ ー テ ル の 留 置 を 確 実 に 実 施 可 能 で 、 さ ら に 、 患 者 へ の 負 担 も 軽 減 さ せ る こ
と が 可 能 な ア ク セ ス 器 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の ア ク セ ス 器 具 は 、 体 内 の 臓 器 に カ テ ー テ ル を 留 置 す る 際 に 用 い ら れ 、 患 者 の 口
か ら 体 内 へ と 前 記 カ テ ー テ ル を 牽 引 し 留 置 す る た め の 牽 引 具 と 、 患 者 の 皮 膚 か ら 体 内 へ と
前 記 牽 引 具 を 挿 入 す る た め の 穿 刺 具 と を 有 す る ア ク セ ス 器 具 で あ っ て 、 前 記 牽 引 具 は 、 ロ
ッ ド と 、 前 記 ロ ッ ド に 一 方 の 端 部 が 係 合 さ れ た ワ イ ヤ と を 備 え 、 前 記 穿 刺 具 は 、 前 記 ロ ッ
ド を 収 納 可 能 な 内 腔 を 有 し 且 つ 生 体 に 刺 通 可 能 な 先 端 が 設 け ら れ た 穿 刺 針 と 、 前 記 穿 刺 針
の 後 端 側 か ら 前 記 内 腔 へ 挿 入 さ れ る 押 出 部 材 と を 備 え 、 前 記 ロ ッ ド は 、 前 記 穿 刺 針 に よ る
穿 刺 時 に は 前 記 内 腔 に 収 納 さ れ 、 穿 刺 後 に は 前 記 押 出 部 材 に よ り 前 記 先 端 側 か ら 体 内 へ と
押 し 出 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 前 記 ロ ッ ド を 収 納 し た 状 態 で 穿 刺 針 を 穿 刺 し 、 該 穿 刺 針 の 周 壁 を 、
例 え ば 、 内 視 鏡 の ス ネ ア で 把 持 し た 後 、 押 出 部 材 を 前 記 内 腔 で 押 し 下 げ る こ と に よ り 、 前
記 ロ ッ ド を 体 内 に 押 し 出 す こ と が で き る 。 そ し て 、 前 記 ロ ッ ド を 体 内 に 留 置 さ せ た 後 、 前
記 穿 刺 針 を 体 外 へ と 抜 去 す る と 共 に 、 ロ ッ ド に 係 合 さ れ て い る ワ イ ヤ を 引 き 上 げ る だ け で
、 ロ ッ ド が ス ネ ア に 引 っ か か る た め 、 ワ イ ヤ と ス ネ ア と を 係 合 さ せ る こ と が で き る 。 す な
わ ち 、 こ の よ う な ア ク セ ス 器 具 で は 、 前 記 穿 刺 針 を 穿 刺 し 、 ス ネ ア で 穿 刺 針 を 把 持 し た 後
は 、 前 記 ワ イ ヤ を 引 き 上 げ る だ け で 、 ロ ッ ド を 介 し て ス ネ ア と ワ イ ヤ と を 係 合 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の た め 、 前 記 穿 刺 針 を 穿 刺 し 、 ス ネ ア で 把 持 し た 後 は 、 患 者 の 体 動 等 に よ り 穿 刺 針 が
外 れ て し ま う こ と が な い 。 ま た 、 上 記 の よ う に ワ イ ヤ を 引 き 上 げ る だ け で 、 ス ネ ア に よ る
ワ イ ヤ の 把 持 を 容 易 且 つ 確 実 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 穿 刺 針 に よ る １ 回 の 穿 刺
の み で カ テ ー テ ル を 体 内 に 留 置 さ せ ら れ る た め 、 誤 穿 刺 の 可 能 性 が 低 く 、 患 者 へ の 負 担 も
大 幅 に 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 前 記 穿 刺 針 の 先 端 面 に 、 前 記 内 腔 に 収 納 さ れ た 前 記 ロ ッ ド に 係 合 さ れ て い る 前 記
ワ イ ヤ を 該 穿 刺 針 の 側 部 に 引 き 出 す た め の 切 欠 部 が 形 成 さ れ て い る と 、 穿 刺 時 に 内 腔 内 に
収 納 さ れ て い る 前 記 ロ ッ ド に 係 合 さ れ て い る ワ イ ヤ を 、 穿 刺 針 の 先 端 （ 刃 面 ） を 回 避 し た
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状 態 と す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 前 記 ロ ッ ド を 穿 刺 針 に 収 納 し た 状 態 で の 穿 刺 時 に 、
ワ イ ヤ が 前 記 刃 面 で 切 断 や 破 損 さ れ る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の ア ク セ ス 器 具 は 、 体 内 の 臓 器 に カ テ ー テ ル を 留 置 す る 際 に 用 い ら れ 、 患 者 の 口
か ら 体 内 へ と 前 記 カ テ ー テ ル を 牽 引 し 留 置 す る た め の 牽 引 具 と 、 患 者 の 皮 膚 か ら 体 内 へ と
前 記 牽 引 具 を 挿 入 す る た め の 穿 刺 具 と を 有 す る ア ク セ ス 器 具 で あ っ て 、 前 記 牽 引 具 は 、 ロ
ッ ド と 、 前 記 ロ ッ ド に 一 方 の 端 部 が 係 合 さ れ た ワ イ ヤ と を 備 え 、 前 記 穿 刺 具 は 、 前 記 牽 引
具 が 挿 通 す る シ ー ス と 、 前 記 シ ー ス に 摺 動 可 能 に 挿 入 さ れ 且 つ 生 体 に 刺 通 可 能 な 先 端 が 設
け ら れ た 刺 通 針 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 前 記 刺 通 針 を シ ー ス に 装 着 し た 状 態 で 穿 刺 し 、 該 シ ー ス の 周 壁 を 、
例 え ば 、 内 視 鏡 の ス ネ ア で 把 持 し た 状 態 で 、 シ ー ス を 通 し て 前 記 ロ ッ ド 及 び ワ イ ヤ を 体 内
へ と 挿 入 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 体 内 に 挿 入 す る こ と に よ り 、 ロ ッ ド と ワ イ ヤ と を 体
内 で 容 易 に Ｔ 字 形 状 に 変 形 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 こ の よ う な Ｔ 字 変 形 後 、 シ ー ス
を 体 外 へ と 抜 去 し 、 ワ イ ヤ を 引 き 上 げ る だ け で 、 ロ ッ ド が ス ネ ア に 引 っ か か る た め 、 ワ イ
ヤ と ス ネ ア と を 係 合 さ せ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 こ の よ う な ア ク セ ス 器 具 で は 、 前 記
シ ー ス を 刺 通 針 と 共 に 穿 刺 し 、 ス ネ ア で シ ー ス を 把 持 し た 後 は 、 シ ー ス を 介 し て ロ ッ ド を
体 内 に 挿 入 す る だ け で 、 ロ ッ ド と ワ イ ヤ と を Ｔ 字 形 状 に 変 形 さ せ 、 さ ら に 、 ロ ッ ド を 介 し
て ス ネ ア と ワ イ ヤ と を 係 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の た め 、 前 記 シ ー ス を 刺 通 針 と 共 に 穿 刺 し 、 ス ネ ア で シ ー ス を 把 持 し た 後 は 、 患 者 の
体 動 等 に よ り 穿 刺 針 が 外 れ て し ま う こ と が な い 。 ま た 、 上 記 の よ う に ロ ッ ド を 体 内 に 挿 入
す る だ け で 、 ロ ッ ド と ワ イ ヤ と の Ｔ 字 形 状 へ の 変 形 や 、 ス ネ ア に よ る ワ イ ヤ の 把 持 を 容 易
且 つ 確 実 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 前 記 シ ー ス が 、 長 手 方 向 に 分 割 可 能 に 構 成 さ れ て い る と 、 ロ ッ ド 及 び ワ イ ヤ を
体 内 に 挿 入 し た 後 、 体 外 に 抜 去 さ れ た 不 要 な シ ー ス を ワ イ ヤ か ら 取 り 外 す 際 に 、 該 シ ー ス
を 長 手 方 向 に 分 割 し て 除 去 で き る 。 こ の た め 、 該 シ ー ス を ワ イ ヤ の 後 端 側 か ら 引 き 抜 く 手
間 を 省 く こ と が 可 能 と な り 、 作 業 時 間 が 一 層 短 縮 さ れ 、 患 者 へ の 負 担 も 一 層 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 前 記 ワ イ ヤ に 、 環 状 部 が 形 成 さ れ て い る と 、 該 ワ イ ヤ を 皮 膚 か ら 体 内 を 通 過 さ せ
て 口 外 へ と 引 き 出 し た 後 、 カ テ ー テ ル と 結 合 さ せ る 際 に 、 該 カ テ ー テ ル に 設 け ら れ る 、 例
え ば 、 ル ー プ 状 の 取 付 部 に 対 し て 前 記 ワ イ ヤ を 前 記 環 状 部 と 共 に 通 過 さ せ 、 そ の 後 、 該 環
状 部 に カ テ ー テ ル を 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 容 易 且 つ 確 実 に ワ イ ヤ を カ テ ー テ ル に 結 合 さ
せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の ア ク セ ス 器 具 で は 、 ロ ッ ド を 収 納 し た 状 態 で 穿 刺 針 を 穿 刺 し 、 内 視 鏡 の ス ネ ア
で 穿 刺 針 を 把 持 し た 後 は 、 該 ロ ッ ド を 押 出 部 材 に よ り 体 内 へ と 容 易 に 留 置 さ せ る こ と が で
き る 。 さ ら に 、 ワ イ ヤ を 引 き 上 げ る だ け で 、 ロ ッ ド を 介 し て ス ネ ア と ワ イ ヤ と を 係 合 さ せ
る こ と が で き る 。 こ の た め 、 前 記 の よ う に 穿 刺 針 を ス ネ ア で 把 持 し た 後 は 、 患 者 の 体 動 等
に よ り 該 穿 刺 針 が 外 れ て し ま う こ と が な い 。 ま た 、 ワ イ ヤ を 引 き 上 げ る 簡 単 な 操 作 に よ り
、 ス ネ ア に よ る ワ イ ヤ の 把 持 を 容 易 且 つ 確 実 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ア ク セ ス 器 具 で は 、 シ ー ス を 刺 通 針 と 共 に 穿 刺 し 、 ス ネ ア で シ ー ス を 把
持 し た 後 は 、 ロ ッ ド を 体 内 に 挿 入 す る だ け で 、 ロ ッ ド と ワ イ ヤ と を Ｔ 字 形 状 に 変 形 さ せ 、
さ ら に 、 ロ ッ ド を 介 し て ス ネ ア と ワ イ ヤ と を 係 合 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 前 記 の
よ う に シ ー ス を ス ネ ア で 把 持 し た 後 は 、 患 者 の 体 動 等 に よ り 該 シ ー ス が 外 れ て し ま う こ と
が な い 。 ま た 、 ロ ッ ド を 体 内 に 挿 入 す る 簡 単 な 操 作 に よ り 、 ロ ッ ド と ワ イ ヤ と の Ｔ 字 形 状
へ の 変 形 や 、 ス ネ ア に よ る ワ イ ヤ の 把 持 を 容 易 且 つ 確 実 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 穿 刺 針 や シ ー ス を 装 着 し た 刺 通 針 に よ る １ 回 の 穿 刺 の み で カ
テ ー テ ル を 体 内 に 留 置 さ せ る こ と が で き る た め 、 誤 穿 刺 の 可 能 性 が 低 く 、 患 者 へ の 負 担 が
大 幅 に 軽 減 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る ア ク セ ス 器 具 に つ い て 好 適 な 実 施 形 態 を 挙 げ 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し
て 詳 細 に 説 明 す る 。 本 発 明 に 係 る ア ク セ ス 器 具 は 、 例 え ば 、 胃 瘻 カ テ ー テ ル や 空 腸 瘻 カ テ
ー テ ル を 胃 内 や 空 腸 内 に 留 置 す る 際 に 用 い ら れ る 医 療 器 具 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク セ ス 器 具 １ ０ ａ を 説 明 す る た め の 斜 視 図 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ア ク セ ス 器 具 １ ０ ａ は 、 体 内 の 臓 器 に カ テ ー テ ル １ ２ （ 図 ７ 参 照 ） を 留 置 す る 際 に 用 い
ら れ 、 患 者 の 口 か ら 体 内 へ と 前 記 カ テ ー テ ル １ ２ を 牽 引 し 留 置 す る た め の 牽 引 具 １ ４ と 、
患 者 の 皮 膚 か ら 体 内 へ と 前 記 牽 引 具 １ ４ を 挿 入 す る た め の 穿 刺 具 １ ６ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 牽 引 具 １ ４ は 、 ロ ッ ド １ ８ と 、 前 記 ロ ッ ド １ ８ に 一 方 の 端 部 が 係 合 さ れ た ワ イ ヤ ２
０ と を 備 え て い る 。 前 記 穿 刺 具 １ ６ は 、 前 記 ロ ッ ド １ ８ を 収 納 可 能 な 内 腔 ２ ２ ａ を 有 し 且
つ 生 体 に 刺 通 可 能 な 先 端 が 設 け ら れ た 穿 刺 針 ２ ２ と 、 前 記 穿 刺 針 ２ ２ の 後 端 側 か ら 前 記 内
腔 ２ ２ ａ へ 挿 入 さ れ る 押 出 部 材 ２ ４ と を 備 え て い る 。 そ し て 、 前 記 ロ ッ ド １ ８ は 、 前 記 穿
刺 針 ２ ２ に よ る 穿 刺 時 に は 前 記 内 腔 ２ ２ ａ に 収 納 さ れ 、 穿 刺 後 に は 前 記 押 出 部 材 ２ ４ に よ
り 前 記 先 端 側 か ら 体 内 へ と 押 し 出 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 本 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 ア ク セ ス 器 具 １ ０ ａ と 内 視 鏡 ２ ６ と を 用 い 、 体 内 臓 器 の
一 例 で あ る 空 腸 ２ ８ に 対 し て 、 患 者 の 口 ２ ９ （ 図 １ ５ 参 照 ） か ら カ テ ー テ ル １ ２ （ 空 腸 瘻
カ テ ー テ ル ） を 挿 入 し 、 空 腸 前 壁 ２ ８ ａ と 前 腹 壁 ３ ０ を 通 し た 状 態 で 留 置 す る 手 技 を 例 示
す る こ と に よ り 、 本 発 明 を 説 明 す る も の と す る 。 ま た 、 図 １ に お い て 、 空 腸 ２ ８ は 、 空 腸
前 壁 ２ ８ ａ と 空 腸 後 壁 ２ ８ ｂ と 空 腸 側 壁 （ 図 示 し な い ） に よ り 構 成 さ れ る 空 間 か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う な ア ク セ ス 器 具 １ ０ ａ に お い て 、 牽 引 具 １ ４ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ワ イ ヤ ２
０ の 一 方 の 端 部 （ 先 端 ） が 棒 状 の ロ ッ ド １ ８ の 略 中 央 部 に 係 合 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ワ イ ヤ ２ ０ に は 、 ロ ッ ド １ ８ と の 係 合 部 か ら 多 少 離 れ た 位 置 に 、 ル ー プ 状 の 環 状 部 ２ ０
ａ が 形 成 さ れ て い る 。 環 状 部 ２ ０ ａ は 、 ワ イ ヤ ２ ０ を カ テ ー テ ル １ ２ の 取 付 部 ３ ２ （ 図 ７
参 照 ） に 結 合 さ せ る 際 に 利 用 さ れ る も の で あ る が 、 詳 細 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ワ イ ヤ ２ ０ の 長 さ は 、 前 腹 壁 ３ ０ 及 び 空 腸 前 壁 ２ ８ ａ を 通 し て 、 図 示 し な い 胃 内 や 食 道
内 か ら 口 ２ ９ の 外 ま で 通 過 さ せ る の に 十 分 で あ れ ば よ い 。 ま た 、 ワ イ ヤ ２ ０ は 、 例 え ば 、
高 分 子 材 料 に よ り 構 成 さ れ る が 、 カ テ ー テ ル １ ２ を 口 ２ ９ か ら 空 腸 ２ ８ ま で 牽 引 し て 留 置
さ せ る こ と が で き る 程 度 の 強 度 を 有 す る 材 料 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ロ ッ ド １ ８ は 、 例 え ば 、 ス テ ン レ ス 等 の 金 属 や 高 分 子 材 料 か ら な る 棒 状 部 材 で あ る 。 上
記 の よ う に 、 ロ ッ ド １ ８ の 略 中 央 部 に は ワ イ ヤ ２ ０ が 係 合 さ れ る 。 こ の 場 合 の 係 合 方 法 と
し て は 、 ロ ッ ド １ ８ の 略 中 央 部 の 周 壁 に 図 示 し な い 溝 部 を 周 設 し 、 該 溝 部 に ワ イ ヤ ２ ０ を
巻 き つ け て 結 合 す る 方 法 や 、 ロ ッ ド １ ８ の 略 中 央 部 に 径 方 向 の 図 示 し な い 貫 通 孔 を 設 け 、
該 貫 通 孔 に ワ イ ヤ ２ ０ を 通 し て 結 合 す る 方 法 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ロ ッ ド １ ８ の 外 径 は 、 前 記 穿 刺 針 ２ ２ の 内 腔 ２ ２ ａ に 収 納 （ 挿 入 ） 可 能 で 、 収 納 時 に は
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内 腔 ２ ２ ａ か ら 脱 落 し な い よ う に 、 該 内 腔 ２ ２ ａ よ り も 僅 か に 小 さ い も の と さ れ る こ と が
好 ま し い 。 た だ し 、 内 腔 ２ ２ ａ に 収 納 さ れ て い る 状 態 か ら 、 前 記 押 出 部 材 ２ ４ に よ り 内 腔
２ ２ ａ の 先 端 側 へ と 押 し 出 し 可 能 で あ る 必 要 が あ る 。 ま た 、 ロ ッ ド １ ８ の 長 さ は 、 後 述 す
る 内 視 鏡 ２ ６ の ス ネ ア ３ ４ で 容 易 に 引 っ 掛 け る こ と が で き る 程 度 の 長 さ で あ っ て 、 内 視 鏡
２ ６ に よ り 、 空 腸 ２ ８ 内 か ら 口 ２ ９ の 外 へ と 引 き 出 さ れ る 際 に 、 胃 内 や 食 道 内 を 容 易 に 通
過 で き る 程 度 の 長 さ で あ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 方 、 穿 刺 具 １ ６ は 、 図 ３ ～ 図 ６ に 示 す よ う に 、 生 体 に 刺 通 可 能 な 鋭 利 な 先 端 を 有 す る
中 空 形 状 か ら な り 、 内 腔 ２ ２ ａ に 前 記 ロ ッ ド １ ８ を 収 納 可 能 な 穿 刺 針 ２ ２ と 、 前 記 内 腔 ２
２ ａ の 後 端 側 か ら 挿 入 さ れ 、 該 内 腔 ２ ２ ａ 内 に 収 納 さ れ て い る ロ ッ ド １ ８ を 先 端 側 （ 体 内
） に 押 し 出 す 機 能 を 果 た す 押 出 部 材 ２ ４ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 穿 刺 針 ２ ２ は 、 鋭 利 な 先 端 が 設 け ら れ た 針 部 ３ ６ と 、 針 部 ３ ６ の 後
端 に 連 結 さ れ る ハ ブ ３ ８ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 針 部 ３ ６ に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 そ の 先 端 の 刃 面 ３ ６ ａ （ 先 端 面 ） の 終 端 部 Ａ か ら 軸
方 向 に 、 針 部 ３ ６ の 外 表 面 と 内 腔 ２ ２ ａ と を 連 通 す る 切 欠 部 ４ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の
よ う な 切 欠 部 ４ ０ を 設 け る と 、 ロ ッ ド １ ８ が 内 腔 ２ ２ ａ に 収 納 さ れ て い る 状 態 に お い て 、
ロ ッ ド １ ８ に 係 合 さ れ て い る ワ イ ヤ ２ ０ を 、 針 部 ３ ６ の 側 部 に 引 き 出 し て お く こ と が で き
る （ 図 ５ 参 照 ） 。 つ ま り 、 ロ ッ ド １ ８ を 収 納 し た 状 態 で の 穿 刺 針 ２ ２ に よ る 穿 刺 時 、 ワ イ
ヤ ２ ０ が 刃 面 ３ ６ ａ に 接 触 す る こ と が な い 。 こ の た め 、 穿 刺 時 に お け る ワ イ ヤ ２ ０ の 破 損
や 切 断 が 防 止 さ れ 、 ま た 、 ワ イ ヤ ２ ０ が 邪 魔 す る こ と に よ る 刃 面 ３ ６ ａ の 切 れ 味 の 低 下 を
防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ハ ブ ３ ８ に は 、 前 記 押 出 部 材 ２ ４ 等 の 挿 入 口 を 成 す と 共 に 、 押 出 部 材 ２ ４ の 後 端 に 連 結
さ れ た ハ ブ ４ ２ と 係 合 す る よ う に 、 下 方 （ 針 部 ３ ６ と の 連 結 部 ） に 向 か っ て 縮 径 し た テ ー
パ 状 の 孔 部 ４ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 押 出 部 材 ２ ４ は 、 棒 部 ４ ６ の 後 端 に ハ ブ ４ ２ が 連 結 さ れ る こ と に よ
り 構 成 さ れ る 。 ハ ブ ４ ２ は 、 先 端 （ 棒 部 ４ ６ と の 連 結 部 ） 方 向 に 縮 径 し た テ ー パ 形 状 を 有
す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 従 っ て 、 押 出 部 材 ２ ４ が 穿 刺 針 ２ ２ 内 に 挿 入 さ れ 、 所 定 距 離 前 進 さ せ ら れ る と 、 押 出 部
材 ２ ４ の ハ ブ ４ ２ の テ ー パ 形 状 部 位 が 、 穿 刺 針 ２ ２ の ハ ブ ３ ８ の テ ー パ 状 の 孔 部 ４ ４ に 着
座 し て 、 そ れ 以 上 前 進 で き な く な る （ 前 進 限 度 ） 。 つ ま り 、 棒 部 ４ ６ の 長 さ は 、 押 出 部 材
２ ４ が 上 記 前 進 限 度 に 到 達 し た 状 態 で 、 穿 刺 針 ２ ２ 内 に 収 納 さ れ て い る ロ ッ ド １ ８ を 先 端
側 へ と 十 分 に 押 し 出 す こ と が 可 能 な よ う に 設 定 さ れ る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 カ テ ー テ ル １ ２ は 、 チ ュ ー ブ ４ ８ の 後 端 側 （ 体 内 に 留 置 し た 際 の 体
内 側 ） に 設 け ら れ 、 空 腸 前 壁 ２ ８ ａ に 当 接 す る こ と で 該 カ テ ー テ ル １ ２ の 抜 け 止 め と し て
機 能 す る 拡 径 部 ５ ０ と 、 チ ュ ー ブ ４ ８ の 先 端 側 （ 体 内 に 留 置 し た 際 の 体 外 側 ） に 設 け ら れ
、 ワ イ ヤ ２ ０ に よ り 牽 引 さ れ る 際 に 該 ワ イ ヤ ２ ０ と 結 合 さ れ る ル ー プ 状 の 取 付 部 ３ ２ と か
ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 基 本 的 に は 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 本 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク セ ス 器 具 １ ０ ａ
の 実 施 態 様 と し て 、 ア ク セ ス 器 具 １ ０ ａ を 用 い て カ テ ー テ ル １ ２ を 空 腸 ２ ８ 内 に 留 置 す る
手 技 に つ い て 、 図 ８ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 先 ず 、 図 ８ の ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 術 者 の 一 人 が 患 者 の 口 ２ ９ か ら 空 腸 ２ ８ 内 へ と 内
視 鏡 ２ ６ を 挿 入 し 、 さ ら に 、 十 分 に 送 気 し て 空 腸 ２ ８ 内 に 空 気 を 充 満 さ せ る 。 こ れ に よ り
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、 空 腸 ２ ８ が 拡 張 さ れ 、 空 腸 前 壁 ２ ８ ａ が 前 腹 壁 ３ ０ に 近 接 す る 。 そ し て 、 他 の 術 者 が 腹
部 皮 膚 を 消 毒 し 、 内 視 鏡 ２ ６ か ら の 透 過 光 に よ り 空 腸 ２ ８ の 位 置 を 確 認 し 、 こ の 部 位 に 局
所 麻 酔 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 穿 刺 針 ２ ２ の 内 腔 ２ ２ ａ に 先 端 側 か
ら ロ ッ ド １ ８ を 収 納 す る 。 ロ ッ ド １ ８ に 係 合 さ れ て い る ワ イ ヤ ２ ０ は 、 切 欠 部 ４ ０ か ら 針
部 ３ ６ の 側 部 へ と 引 き 出 し て お く 。 さ ら に 、 内 腔 ２ ２ ａ に 、 後 端 側 か ら 押 出 部 材 ２ ４ を 挿
入 す る 。 こ の 際 、 押 出 部 材 ２ ４ の 棒 部 ４ ６ の 先 端 は 、 内 腔 ２ ２ ａ に 収 納 さ れ て い る ロ ッ ド
１ ８ の 後 端 側 に 当 接 す る 位 置 と し て お く 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ し て 、 穿 刺 針 ２ ２ 内 に ロ ッ ド １ ８ を 収 納 し た 状 態 で 、 該 穿 刺 針 ２ ２ を 前 腹 壁 ３ ０ 及 び
空 腸 前 壁 ２ ８ ａ に 穿 刺 し 、 空 腸 ２ ８ 内 に 針 部 ３ ６ の 先 端 を 突 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う な 穿 刺 時 、 ロ ッ ド １ ８ に 係 合 さ れ て い る ワ イ ヤ ２ ０ は 、 切 欠 部 ４ ０ か ら 針 部 ３
６ の 側 部 に 沿 っ た 状 態 で 、 針 部 ３ ６ と 空 腸 前 壁 ２ ８ ａ 及 び 前 腹 壁 ３ ０ と の 隙 間 か ら 、 体 外
へ と 引 き 出 さ れ た 状 態 と な る （ 図 ９ 参 照 ） 。 従 っ て 、 穿 刺 時 に 、 ワ イ ヤ ２ ０ が 針 部 ３ ６ の
刃 面 ３ ６ ａ に 接 触 し た 状 態 で 穿 刺 が 行 わ れ る こ と が な く 、 穿 刺 時 の ワ イ ヤ ２ ０ の 破 損 や 切
断 を 防 止 す る こ と が で き る 。 な お 、 穿 刺 後 で は 、 ワ イ ヤ ２ ０ の 先 端 側 は 、 ロ ッ ド １ ８ と 共
に 空 腸 ２ ８ 内 に 挿 入 さ れ 、 ワ イ ヤ ２ ０ の 後 端 側 は 、 体 外 に 残 留 し て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 さ ら に 、 上 記 穿 刺 時 に お い て は 、 押 出 部 材 ２ ４ の 棒 部 ４ ６ の 先 端 が ロ ッ ド １ ８ の 後 端 側
に 当 接 し て い る 。 こ の た め 、 前 腹 壁 ３ ０ や 空 腸 前 壁 ２ ８ ａ へ の 穿 刺 に よ る 抵 抗 に よ り 、 ロ
ッ ド １ ８ が 内 腔 ２ ２ ａ 内 を 後 端 方 向 （ 穿 刺 方 向 と は 反 対 方 向 ） に 押 し 戻 さ れ て し ま う よ う
な 事 態 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 、 空 腸 ２ ８ 内 に 穿 刺 針 ２ ２ の 先 端 が 突 出 し て い る 状 態 を
内 視 鏡 で 確 認 し た 後 、 空 腸 ２ ８ 内 に 突 出 し て い る 穿 刺 針 ２ ２ に 、 内 視 鏡 ２ ６ に 設 け ら れ た
ス ネ ア ３ ４ （ ル ー プ 状 の 把 持 具 ） を 挿 通 さ せ る （ 図 １ ０ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 穿 刺 針 ２ ２ の 針 部 ３ ６ の 周 壁 に ス ネ ア ３
４ を 締 め 付 け 、 該 穿 刺 針 ２ ２ を 把 持 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ に お い て 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 押 出 部 材 ２ ４ を 押 し 下 げ て 、 棒 部 ４ ６ に
よ り ロ ッ ド １ ８ を 内 腔 ２ ２ ａ の 先 端 側 か ら 空 腸 ２ ８ 内 へ と 押 し 出 す 。 つ ま り 、 押 出 部 材 ２
４ に よ り 、 穿 刺 針 ２ ２ か ら ロ ッ ド １ ８ を 取 り 外 す 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 穿 刺 針 ２ ２ 及 び 押 出 部 材 ２ ４ を 体
外 に 抜 去 す る 。 ま た 、 ワ イ ヤ ２ ０ を 体 外 方 向 に 引 き 上 げ る 。 そ う す る と 、 図 １ ４ に 示 す よ
う に 、 ス ネ ア ３ ４ 内 を 通 過 し な が ら ワ イ ヤ ２ ０ が 引 き 上 げ ら れ る た め 、 最 終 的 に は 、 ワ イ
ヤ ２ ０ の 先 端 に あ る ロ ッ ド １ ８ が ス ネ ア ３ ４ に 引 っ か か る 。 つ ま り 、 ロ ッ ド １ ８ を 介 し て
、 ワ イ ヤ ２ ０ と ス ネ ア ３ ４ と が 係 合 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に お い て 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 ２ ６ と ス ネ ア ３ ４ を 空 腸
２ ８ 内 か ら 図 示 し な い 胃 や 食 道 を 通 過 さ せ て 、 口 ２ ９ の 外 へ と 抜 去 す る 。 従 っ て 、 ス ネ ア
３ ４ に 係 合 さ れ て い る ワ イ ヤ ２ ０ も 口 外 に 引 き 出 さ れ る 。 つ ま り 、 ワ イ ヤ ２ ０ は 、 体 外 か
ら 前 腹 壁 ３ ０ 及 び 空 腸 前 壁 ２ ８ ａ を 介 し て 空 腸 ２ ８ 内 に 挿 入 さ れ 、 胃 や 食 道 を 通 過 し た 状
態 で 、 口 ２ ９ の 外 ま で 通 さ れ て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に お い て 、 口 外 に 引 き 出 さ れ た ワ イ ヤ ２ ０ の 先 端 側 （ ロ ッ ド １ ８ 側
） と 、 カ テ ー テ ル １ ２ の 取 付 部 ３ ２ と を 結 合 さ せ る 。 こ の 際 、 ア ク セ ス 器 具 １ ０ ａ で は 、
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ワ イ ヤ ２ ０ の 環 状 部 ２ ０ ａ を 利 用 す る こ と で 、 容 易 且 つ 迅 速 に 取 付 部 ３ ２ と ワ イ ヤ ２ ０ と
を 結 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 す な わ ち 、 先 ず 、 図 １ ６ Ａ に 示 す よ う に 、 ロ ッ ド １ ８ と 共 に ワ イ ヤ ２ ０ の 先 端 を 取 付 部
３ ２ の ル ー プ 内 を 通 過 さ せ る 。 そ し て 、 カ テ ー テ ル １ ２ を 拡 径 部 ５ ０ 側 か ら ワ イ ヤ ２ ０ の
環 状 部 ２ ０ ａ へ と 通 過 さ せ る 。 こ の 際 、 ワ イ ヤ ２ ０ の 環 状 部 ２ ０ ａ よ り も 先 端 部 分 を ハ サ
ミ ５ １ 等 で 切 断 す る こ と に よ り 、 ロ ッ ド １ ８ を ワ イ ヤ ２ ０ か ら 切 り 離 す 。 次 い で 、 図 １ ６
Ｂ に 示 す よ う に 、 ワ イ ヤ ２ ０ を 後 端 方 向 （ 図 １ ６ Ｂ で は 左 側 ） に 引 い て 、 ワ イ ヤ ２ ０ の 環
状 部 ２ ０ ａ 内 に チ ュ ー ブ ４ ８ を 挿 通 さ せ る 。 そ う す る と 、 図 １ ６ Ｃ に 示 す よ う に 、 ワ イ ヤ
２ ０ の 環 状 部 ２ ０ ａ と カ テ ー テ ル １ ２ の 取 付 部 ３ ２ と が 結 合 さ れ る こ と に な る 。 こ の よ う
に 、 ア ク セ ス 器 具 １ ０ ａ で は 、 ワ イ ヤ ２ ０ の 環 状 部 ２ ０ ａ と 、 カ テ ー テ ル １ ２ の 取 付 部 ３
２ と を 有 効 に 利 用 す る こ と で 、 体 内 を 通 過 し て 口 外 に 引 き 出 さ れ た ワ イ ヤ ２ ０ と カ テ ー テ
ル １ ２ と を 、 容 易 且 つ 確 実 に 結 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 上 記 の よ う に 、 ワ イ ヤ ２ ０ と カ テ ー テ ル １ ２ と が 結 合 さ れ る と 、 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ を
実 行 す る 。 す な わ ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ で は 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 空 腸 前 壁 ２ ８ ａ 及 び 前 腹
壁 ３ ０ を 通 過 し て い る ワ イ ヤ ２ ０ の 後 端 側 を 体 外 方 向 へ と 引 き 上 げ る 。 こ れ に よ り 、 カ テ
ー テ ル １ ２ は 、 取 付 部 ３ ２ 側 を 先 頭 と し て 口 ２ ９ か ら 体 内 へ と 引 き 込 ま れ 、 図 示 し な い 食
道 や 胃 を 通 過 し た 後 、 空 腸 ２ ８ 内 へ と 牽 引 さ れ る 。 そ し て 、 最 終 的 に は 、 図 １ ８ に 示 す よ
う に 、 カ テ ー テ ル １ ２ の 拡 径 部 ５ ０ が 空 腸 前 壁 ２ ８ ａ の 空 腸 ２ ８ 側 に 当 接 し 、 ワ イ ヤ ２ ０
及 び カ テ ー テ ル １ ２ の 取 付 部 ３ ２ が 空 腸 前 壁 ２ ８ ａ 及 び 前 腹 壁 ３ ０ を 介 し て 体 外 へ と 引 き
出 さ れ る こ と で 、 カ テ ー テ ル １ ２ が 空 腸 ２ ８ 内 に 留 置 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 な お 、 そ の 後 は 、 カ テ ー テ ル １ ２ の チ ュ ー ブ ４ ８ を 体 外 で 適 切 な 長 さ に 切 断 し 、 図 示 し
な い 固 定 具 等 に よ り 、 体 外 側 か ら も 固 定 す る 等 の 必 要 な 医 療 処 置 が 施 さ れ 、 カ テ ー テ ル １
２ の 空 腸 ２ ８ へ の 留 置 が 完 了 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク セ ス 器 具 １ ０ ａ に よ れ ば 、 ロ ッ ド １ ８ を 収
納 し た 状 態 で 穿 刺 針 ２ ２ を 穿 刺 し 、 該 穿 刺 針 ２ ２ の 周 壁 を 内 視 鏡 ２ ６ の ス ネ ア ３ ４ で 把 持
し た 後 、 ロ ッ ド １ ８ を 押 出 部 材 ２ ４ に よ り 空 腸 ２ ８ 内 へ と 押 し 出 す よ う に 構 成 さ れ て い る
。 従 っ て 、 ロ ッ ド １ ８ を 空 腸 ２ ８ 内 に 留 置 さ せ た 後 、 穿 刺 針 ２ ２ を 体 外 へ と 抜 去 す る と 共
に 、 ワ イ ヤ ２ ０ を 引 き 上 げ る だ け で 、 ロ ッ ド １ ８ が ス ネ ア ３ ４ に 引 っ か か る た め 、 ワ イ ヤ
２ ０ と ス ネ ア ３ ４ と を 係 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 す な わ ち 、 ア ク セ ス 器 具 １ ０ ａ で は 、 穿 刺 針 ２ ２ を 穿 刺 し 、 ス ネ ア ３ ４ で 穿 刺 針 ２ ２ を
把 持 し た 後 は 、 ワ イ ヤ ２ ０ を 引 き 上 げ る だ け で 、 ロ ッ ド １ ８ を 介 し て ス ネ ア ３ ４ と ワ イ ヤ
２ ０ と を 係 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の た め 、 穿 刺 針 ２ ２ を 穿 刺 し 、 ス ネ ア ３ ４ で 穿 刺 針 ２ ２ を 把 持 し た 後 は 、 患 者 の 体 動
等 に よ り 穿 刺 針 ２ ２ が 空 腸 ２ ８ か ら 外 れ て し ま う こ と が な い 。 ま た 、 上 記 の よ う に ワ イ ヤ
２ ０ を 引 き 上 げ る だ け で 、 ス ネ ア ３ ４ に よ る ワ イ ヤ ２ ０ の 把 持 を 容 易 且 つ 確 実 に 行 う こ と
が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 上 記 従 来 技 術 と は 異 な り 、 穿 刺 針 ２ ２ に よ る １ 回 の 穿 刺 の み で よ
い た め 、 誤 穿 刺 の 可 能 性 が 低 く 、 患 者 へ の 負 担 も 大 幅 に 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 穿 刺 針 ２ ２ に は 切 欠 部 ４ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 穿 刺 時 に 内 腔 ２ ２ ａ
に 収 納 さ れ た ロ ッ ド １ ８ に 係 合 さ れ て い る ワ イ ヤ ２ ０ を 、 穿 刺 針 ２ ２ の 刃 面 ３ ６ ａ を 回 避
し た 状 態 で 切 欠 部 ４ ０ か ら 穿 刺 針 ２ ２ 側 部 へ と 引 き 出 し て お く こ と が で き る 。 こ の た め 、
穿 刺 時 に お け る ワ イ ヤ ２ ０ の 刃 面 ３ ６ ａ で の 切 断 等 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 さ ら に 、 上 記 の よ う に 切 欠 部 ４ ０ を 利 用 す る こ と で 、 ワ イ ヤ ２ ０ を 内 腔 ２ ２ ａ を 通 し て
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体 外 へ と 引 き 出 す 必 要 が な い 。 従 っ て 、 内 腔 ２ ２ ａ の 径 を ロ ッ ド １ ８ の 外 径 と 略 同 等 と な
る よ う に 、 最 小 限 の 大 き さ と す る こ と が で き る た め 、 穿 刺 針 ２ ２ の 一 層 の 小 径 化 が 可 能 と
な る 。 こ れ に よ り 、 体 内 の 特 定 部 位 へ 固 定 さ れ て い な い 空 腸 ２ ８ へ の 穿 刺 で あ っ て も 穿 刺
抵 抗 を 大 幅 に 抑 制 で き る た め 、 穿 刺 の 確 実 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 さ ら に ま た 、 ア ク セ ス 器 具 １ ０ ａ で は 、 ワ イ ヤ ２ ０ に 環 状 部 ２ ０ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
こ の た め 、 内 視 鏡 ２ ６ に よ り ワ イ ヤ ２ ０ を 口 ２ ９ の 外 へ と 引 き 出 し た 後 、 該 ワ イ ヤ ２ ０ を
カ テ ー テ ル １ ２ の 取 付 部 ３ ２ に 結 合 さ せ る 際 の 操 作 性 や 確 実 性 が 大 幅 に 向 上 す る 。 す な わ
ち 、 上 記 の よ う に 、 カ テ ー テ ル １ ２ の 取 付 部 ３ ２ を 通 過 さ せ た ワ イ ヤ ２ ０ の 環 状 部 ２ ０ ａ
に 、 該 カ テ ー テ ル １ ２ の 拡 径 部 ５ ０ を 通 過 さ せ る と い う 簡 単 な 操 作 に よ り 環 状 部 ２ ０ ａ と
取 付 部 ３ ２ と が 結 合 さ れ 、 こ の た め 、 ワ イ ヤ ２ ０ と カ テ ー テ ル １ ２ と が 迅 速 且 つ 確 実 に 結
合 さ れ る 。 従 っ て 、 ワ イ ヤ ２ ０ に よ る カ テ ー テ ル １ ２ の 体 内 へ の 牽 引 時 に 、 結 合 部 が 外 れ
て し ま う よ う な 不 都 合 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に つ き 、 図 １ ９ ～ 図 ２ ７ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ ９ は
、 こ の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク セ ス 器 具 １ ０ ｂ を 説 明 す る た め の 斜 視 図 で あ る 。 な お 、
図 １ ９ ～ 図 ２ ７ に お い て 、 図 １ ～ 図 １ ８ に 示 さ れ る 参 照 符 号 と 同 一 の 参 照 符 号 は 、 同 一 又
は 同 様 な 構 成 を 示 し 、 こ の た め 同 一 又 は 同 様 な 機 能 及 び 効 果 を 奏 す る も の と し て 、 そ の 詳
細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ア ク セ ス 器 具 １ ０ ｂ は 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク セ ス 器 具 １ ０ ａ と 比 べ て 、 穿 刺
具 １ ６ の 替 わ り に 穿 刺 具 ５ ４ を 有 し て い る 点 が 相 違 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 す な わ ち 、 ア ク セ ス 器 具 １ ０ ｂ は 、 体 内 の 臓 器 に カ テ ー テ ル １ ２ を 留 置 す る 際 に 用 い ら
れ 、 患 者 の 口 か ら 体 内 へ と 前 記 カ テ ー テ ル を 牽 引 し 留 置 す る た め の 牽 引 具 １ ４ と 、 患 者 の
皮 膚 か ら 体 内 へ と 前 記 牽 引 具 を 挿 入 す る た め の 穿 刺 具 ５ ４ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 穿 刺 具 ５ ４ は 、 図 ２ ０ 及 び 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 中 空 形 状 の 円 筒 （ 外 筒 ） で あ る 管 状 体
６ ４ の 後 端 に 把 持 部 ６ ６ が 連 結 さ れ た シ ー ス ５ ８ （ 分 割 シ ー ス ） と 、 シ ー ス ５ ８ の 内 部 に
挿 通 さ れ 、 生 体 に 刺 通 可 能 な 先 端 が 設 け ら れ た 刺 通 針 ６ ０ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 シ ー ス ５ ８ は 、 ロ ッ ド １ ８ 及 び ワ イ ヤ ２ ０ を 生 体 内 に 挿 入 す る た め の 用 具 で あ り 、 図 ２
３ 及 び 図 ２ ５ に 示 す よ う に 、 そ の 内 部 に 刺 通 針 ６ ０ 、 ロ ッ ド １ ８ 及 び ワ イ ヤ ２ ０ を 挿 入 可
能 且 つ 摺 動 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 シ ー ス ５ ８ に お け る 管 状 体 ６ ４ に は 、 刺 通 針 ６ ０ や ロ ッ ド １ ８ 等 が 挿 入 さ れ る 内 腔 ６ ４
ａ が 軸 方 向 に 貫 通 し て い る 。 ま た 、 管 状 体 ６ ４ の 先 端 （ 図 ２ ０ に お け る 下 端 ） は 、 ロ ッ ド
１ ８ や ワ イ ヤ ２ ０ と の 接 触 時 で の 破 損 や 食 い 込 み に よ る 引 っ 掛 か り 等 を 防 止 す る た め 、 例
え ば 、 端 部 に 曲 面 を 有 し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 管 状 体 ６ ４ の 後 端 に 連 結 さ れ る 把 持 部 ６ ６ は 、 中 心 線 ６ ６ ａ に 対 し て 左 右 対 称 の 部 材 で
あ っ て 、 術 者 が 手 で 把 持 し や す い 形 状 で あ る 。 把 持 部 ６ ６ の 管 状 体 ６ ４ 側 と は 反 対 側 の 後
端 に は 、 刺 通 針 ６ ０ 、 ロ ッ ド １ ８ 及 び ワ イ ヤ ２ ０ の 挿 入 口 を 成 す と 共 に 、 刺 通 針 ６ ０ の ハ
ブ ６ ８ と 係 合 可 能 な よ う に 下 方 に 向 か っ て 縮 径 し た テ ー パ 状 の 孔 部 ７ ０ が 形 成 さ れ る 。 孔
部 ７ ０ の 下 端 は 、 管 状 体 ６ ４ の 内 腔 ６ ４ ａ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 管 状 体 ６ ４ 及 び 把 持 部 ６ ６ は 、 後 述 す る 分 割 （ 分 断 ） 時 、 把 持 部 ６ ６ の 割 れ 目 ６ ６ ｂ を
始 点 （ 作 用 点 ） と し て 、 軸 方 向 に 容 易 に 分 割 で き る よ う に 、 高 分 子 材 料 に よ り 形 成 さ れ る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
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　 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 刺 通 針 ６ ０ は 、 生 体 に 刺 通 可 能 な 鋭 利 な 先 端 を 有 し 、 ス テ ン レ ス
等 の 金 属 製 材 料 か ら 構 成 さ れ る 中 実 な 棒 形 状 の 針 部 ７ ２ と 、 針 部 ７ ２ の 後 端 に 連 結 さ れ る
ハ ブ ６ ８ と か ら 構 成 さ れ る 。 ハ ブ ６ ８ は 、 先 端 （ 針 部 ７ ２ と の 連 結 部 ） 方 向 に 縮 径 し た テ
ー パ 形 状 を 有 し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 従 っ て 、 針 部 ７ ２ が シ ー ス ５ ８ 内 に 挿 入 さ れ 、 所 定 距 離 前 進 さ せ ら れ る と 、 ハ ブ ６ ８ の
テ ー パ 形 状 部 位 が 把 持 部 ６ ６ の テ ー パ 状 の 孔 部 ７ ０ に 着 座 し て 、 そ れ 以 上 前 進 で き な く な
る （ 前 進 限 度 ） 。 つ ま り 、 刺 通 針 ６ ０ （ 針 部 ７ ２ ） の 長 さ は 、 刺 通 針 ６ ０ が 前 進 限 度 に 到
達 し た 状 態 で 、 そ の 鋭 利 な 先 端 が シ ー ス ５ ８ （ 管 状 体 ６ ４ ） の 先 端 か ら 所 定 距 離 突 出 す る
よ う に 設 定 さ れ る 。 こ の よ う な 刺 通 針 ６ ０ は 、 針 部 ７ ２ の 先 端 が 突 出 す る よ う に シ ー ス ５
８ 内 に 挿 入 さ れ る こ と で 、 前 腹 壁 ３ ０ 及 び 空 腸 前 壁 ２ ８ ａ を 穿 刺 す る 機 能 を 果 た す 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 次 に 、 基 本 的 に は 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 本 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク セ ス 器 具 １ ０ ｂ
の 実 施 態 様 と し て 、 ア ク セ ス 器 具 １ ０ ｂ を 用 い て カ テ ー テ ル １ ２ を 空 腸 ２ ８ 内 に 留 置 す る
手 技 に つ い て 、 図 ２ ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 先 ず 、 図 ２ ２ の ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お い て 、 術 者 の 一 人 が 患 者 の 口 ２ ９ か ら 空 腸 ２ ８ 内 へ
と 内 視 鏡 ２ ６ を 挿 入 し 、 さ ら に 、 十 分 に 送 気 し て 空 腸 ２ ８ 内 に 空 気 を 充 満 さ せ る 。 こ れ に
よ り 、 空 腸 ２ ８ が 拡 張 さ れ 、 空 腸 前 壁 ２ ８ ａ が 前 腹 壁 ３ ０ に 近 接 す る 。 そ し て 、 他 の 術 者
が 腹 部 皮 膚 を 消 毒 し 、 内 視 鏡 ２ ６ か ら の 透 過 光 に よ り 空 腸 ２ ８ の 位 置 を 確 認 し 、 こ の 部 位
に 局 所 麻 酔 を 行 う 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に お い て 、 図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 シ ー ス ５ ８ に 刺 通 針 ６ ０ を 前 進
限 度 ま で 押 し 込 ん だ 状 態 と す る 。 す な わ ち 、 シ ー ス ５ ８ （ 管 状 体 ６ ４ ） の 先 端 か ら 針 部 ７
２ を 所 定 長 さ 突 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 そ し て 、 刺 通 針 ６ ０ に シ ー ス ５ ８ を 装 着 し た 状 態 で 、 前 腹 壁 ３ ０ 及 び 空 腸 前 壁 ２ ８ ａ に
穿 刺 し 、 空 腸 ２ ８ 内 に 針 部 ７ ２ 及 び 管 状 体 ６ ４ の 先 端 を 突 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に お い て 、 図 ２ ４ に 示 す よ う に 、 空 腸 ２ ８ 内 に 刺 通 針 ６ ０ 及 び 管 状 体 ６
４ の 先 端 が 突 出 し て い る 状 態 を 内 視 鏡 で 確 認 し た 後 、 術 者 は 、 刺 通 針 ６ ０ を シ ー ス ５ ８ か
ら 抜 去 す る 。 そ し て 、 空 腸 ２ ８ 内 に 突 出 し て い る シ ー ス ５ ８ の 管 状 体 ６ ４ に ス ネ ア ３ ４ を
挿 通 さ せ た 後 、 管 状 体 ６ ４ の 周 壁 に ス ネ ア ３ ４ を 締 め 付 け 、 該 シ ー ス ５ ８ を 把 持 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 、 図 ２ ５ に 示 す よ う に 、 牽 引 具 １ ４ の ロ ッ ド １ ８ 及 び ワ イ ヤ ２
０ を 、 把 持 部 ６ ６ の 孔 部 ７ ０ か ら シ ー ス ５ ８ 内 に 挿 入 し て 、 ロ ッ ド １ ８ を 管 状 体 ６ ４ の 先
端 か ら 突 出 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 ロ ッ ド １ ８ の 軸 方 向 と ワ イ ヤ ２ ０ の 軸 方 向 と が 略 直 角 と
な る 。 つ ま り 、 牽 引 具 １ ４ の 先 端 部 分 （ ロ ッ ド １ ８ 及 び ワ イ ヤ ２ ０ ） が Ｔ 字 変 形 す る こ と
に な る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ こ で 、 ア ク セ ス 器 具 １ ０ ｂ に お い て 、 ロ ッ ド １ ８ や ワ イ ヤ ２ ０ が 挿 通 す る 管 状 体 ６ ４
の 内 腔 ６ ４ ａ の 径 は 、 ロ ッ ド １ ８ が 軸 方 向 に 挿 通 可 能 な 大 き さ で あ れ ば よ く 、 管 状 体 ６ ４
の 外 径 を 最 小 限 の も の と す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 シ ー ス ５ ８ （ 管 状 体 ６ ４ ） を 体 内
に 挿 入 す る 際 の 患 者 へ の 負 担 を 大 幅 に 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ に お い て 、 牽 引 具 １ ４ の 上 記 Ｔ 字 変 形 状 態 が 内 視 鏡 で 確 認 さ れ る と 、 術
者 は 、 図 ２ ６ に 示 す よ う に 、 シ ー ス ５ ８ を 体 外 に 抜 去 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 次 い で 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ に お い て 、 図 ２ ７ に 示 す よ う に 、 術 者 は 、 把 持 部 ６ ６ を 両 手 で
掴 み 、 割 れ 目 ６ ６ ｂ か ら 左 右 に 裂 く よ う に し て 引 き 、 管 状 体 ６ ４ も 含 め た シ ー ス ５ ８ を 軸
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方 向 に 分 割 （ ２ 分 割 ） す る 。 そ し て 、 シ ー ス ５ ８ を ワ イ ヤ ２ ０ か ら 取 り 除 く 。 こ の 場 合 、
管 状 体 ６ ４ 及 び 把 持 部 ６ ６ は 、 上 記 の よ う な 高 分 子 材 料 に よ り 形 成 さ れ て い る た め 、 手 の
力 （ 外 力 ） で 容 易 に 分 割 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 な お 、 こ の よ う な シ ー ス ５ ８ の 分 割 作 業 を 、 さ ら に 容 易 且 つ 迅 速 に 行 う た め 、 予 め 把 持
部 ６ ６ の 中 心 線 ６ ６ ａ の 延 長 線 上 に あ る 管 状 体 ６ ４ 表 面 に 、 図 示 し な い 微 細 な 切 欠 を 形 成
し て お い て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま た 、 シ ー ス ５ ８ を ワ イ ヤ ２ ０ か ら 除 去 す る 方 法 と し て は 、 上 記 の よ う に 分 割 す る 方 法
以 外 に も 、 例 え ば 、 シ ー ス ５ ８ を ワ イ ヤ ２ ０ の 後 端 側 か ら 抜 く 方 法 が あ る 。 し か し な が ら
、 こ の ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ に お け る 状 態 に お い て は 、 ワ イ ヤ ２ ０ は 、 後 端 へ と 続 く 前 腹 壁 ３ ０
よ り 体 外 側 に 位 置 す る 部 分 が 非 常 に 長 い 。 こ の た め 、 後 者 の 方 法 で は 、 ワ イ ヤ ２ ０ の 後 端
側 か ら シ ー ス ５ ８ を 抜 く の に 相 当 な 手 間 を 要 す る 。 従 っ て 、 シ ー ス ５ ８ を 分 割 す る 方 が 作
業 性 等 の 面 か ら 効 率 的 で あ り 、 ま た 、 作 業 時 間 が 一 層 短 縮 さ れ る た め 、 患 者 へ の 負 担 も 一
層 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ に お い て 、 ワ イ ヤ ２ ０ を 体 外 方 向 に 引 き 上 げ る 。 そ う す る と 、 ス
ネ ア ３ ４ 内 を ワ イ ヤ ２ ０ が 引 き 上 げ ら れ る た め 、 最 終 的 に は 、 ワ イ ヤ ２ ０ の 先 端 で Ｔ 字 状
に な さ れ て い る ロ ッ ド １ ８ が ス ネ ア ３ ４ に 引 っ か か る 。 つ ま り 、 ロ ッ ド １ ８ を 介 し て 、 ワ
イ ヤ ２ ０ と ス ネ ア ３ ４ と が 係 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 な お 、 以 降 の 手 順 で あ る 図 ２ ２ に お け る ス テ ッ プ Ｓ ２ ８ ～ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ は 、 上 記 第 １
の 実 施 形 態 に お け る ス テ ッ プ Ｓ ７ ～ ス テ ッ プ Ｓ ９ と 同 様 で あ る た め 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す
る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク セ ス 器 具 １ ０ ｂ に よ れ ば 、 空 腸 ２ ８ 内 に 挿
入 さ れ た シ ー ス ５ ８ を ス ネ ア ３ ４ に よ り 把 持 し た 状 態 で 、 シ ー ス ５ ８ を 通 し て 、 ロ ッ ド １
８ 及 び ワ イ ヤ ２ ０ を 空 腸 ２ ８ 内 に 挿 入 す る こ と に よ り 、 ロ ッ ド １ ８ と ワ イ ヤ ２ ０ と を 体 内
で 容 易 に Ｔ 字 形 状 に 変 形 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 こ の よ う な Ｔ 字 変 形 後 、 シ ー ス ５
８ を 体 外 へ と 抜 去 し 、 ワ イ ヤ ２ ０ を 引 き 上 げ る だ け で 、 ロ ッ ド １ ８ が ス ネ ア ３ ４ に 引 っ か
か る た め 、 ワ イ ヤ ２ ０ と ス ネ ア ３ ４ と を 係 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 す な わ ち 、 ア ク セ ス 器 具 １ ０ ｂ で は 、 シ ー ス ５ ８ を 刺 通 針 ６ ０ と 共 に 穿 刺 し 、 ス ネ ア ３
４ で シ ー ス ５ ８ を 把 持 し た 後 は 、 シ ー ス ５ ８ を 介 し て ロ ッ ド １ ８ を 体 内 に 挿 入 す る だ け で
、 ロ ッ ド １ ８ と ワ イ ヤ ２ ０ と を Ｔ 字 形 状 に 変 形 さ せ 、 ロ ッ ド １ ８ を 介 し て ス ネ ア ３ ４ と ワ
イ ヤ ２ ０ と を 係 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 こ の た め 、 シ ー ス ５ ８ を 刺 通 針 ６ ０ と 共 に 穿 刺 し 、 ス ネ ア ３ ４ で シ ー ス ５ ８ を 把 持 し た
後 は 、 患 者 の 体 動 等 に よ り シ ー ス ５ ８ が 空 腸 ２ ８ か ら 外 れ て し ま う こ と が な い 。 ま た 、 上
記 の よ う に ロ ッ ド １ ８ を 体 内 に 挿 入 し た 後 、 ワ イ ヤ ２ ０ を 引 き 上 げ る だ け で 、 ス ネ ア ３ ４
に よ る ワ イ ヤ ２ ０ の 把 持 を 容 易 且 つ 確 実 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 上 記 従 来 技 術
と は 異 な り 、 刺 通 針 ６ ０ を 用 い た １ 回 の 穿 刺 の み で よ い た め 、 誤 穿 刺 の 可 能 性 が 低 く 、 患
者 へ の 負 担 も 大 幅 に 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ま た 、 ア ク セ ス 器 具 １ ０ ｂ に お い て も 、 ワ イ ヤ ２ ０ に は 環 状 部 ２ ０ ａ が 形 成 さ れ て い る
。 こ の た め 、 内 視 鏡 ２ ６ に よ り ワ イ ヤ ２ ０ を 口 ２ ９ の 外 へ と 引 き 出 し た 後 、 該 ワ イ ヤ ２ ０
を カ テ ー テ ル １ ２ の 取 付 部 ３ ２ に 結 合 さ せ る 際 の 操 作 性 や 確 実 性 が 大 幅 に 向 上 す る 。 さ ら
に 、 ワ イ ヤ ２ ０ と カ テ ー テ ル １ ２ と が 確 実 に 結 合 さ れ る た め 、 ワ イ ヤ ２ ０ に よ る カ テ ー テ
ル １ ２ の 体 内 へ の 牽 引 時 に 、 結 合 部 が 外 れ て し ま う よ う な 不 都 合 を 回 避 す る こ と が で き る
。
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【 ０ ０ ９ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 ら ず 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 す る こ と な く 、 種 々 の 構 成
を 採 り 得 る こ と は 当 然 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 例 え ば 、 上 記 各 実 施 形 態 に 係 る ア ク セ ス 器 具 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ の 説 明 で は 、 該 ア ク セ ス 器
具 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ を 空 腸 ２ ８ へ の カ テ ー テ ル １ ２ の 留 置 に 用 い る 場 合 を 例 示 し た が 、 こ れ
に 限 ら ず 、 本 発 明 に 係 る ア ク セ ス 器 具 は 、 空 腸 ２ ８ 以 外 の 他 の 臓 器 、 例 え ば 、 胃 等 へ の 適
用 が 可 能 で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク セ ス 器 具 を 説 明 す る た め の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す ア ク セ ス 器 具 に お け る 牽 引 具 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す ア ク セ ス 器 具 に お け る 穿 刺 具 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す 穿 刺 具 に お け る 穿 刺 針 の 先 端 部 分 の 形 状 を 説 明 す る た め の 一 部 省 略 側
面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ に 示 す 穿 刺 具 に お け る 穿 刺 針 に ロ ッ ド を 収 納 し た 状 態 を 説 明 す る た め の 一 部
省 略 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ３ に 示 す 穿 刺 具 に お け る 押 出 部 材 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ に 示 す ア ク セ ス 器 具 に よ り 体 内 に 留 置 さ れ る カ テ ー テ ル を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 図 １ に 示 す ア ク セ ス 器 具 を 用 い て カ テ ー テ ル を 体 内 に 留 置 す る 手 順 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ３ に 示 す 穿 刺 具 に お け る 穿 刺 針 に ロ ッ ド を 収 納 し 、 体 内 へ と 穿 刺 し た 状 態 を 説
明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 示 す 穿 刺 針 に ス ネ ア を 挿 通 さ せ た 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ に 示 す 穿 刺 針 を ス ネ ア で 把 持 し た 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に 示 す 穿 刺 針 か ら ロ ッ ド を 押 し 出 し た 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ
る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ に 示 す 穿 刺 針 を 体 外 へ と 抜 去 す る 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ に 示 す ス ネ ア と ロ ッ ド が 係 合 し た 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ に 示 す ス ネ ア に よ り 、 ワ イ ヤ を 口 外 へ と 引 き 出 し た 状 態 を 説 明 す る た め
の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ６ Ａ は 、 図 ７ に 示 す カ テ ー テ ル の 取 付 部 に ワ イ ヤ を 通 過 さ せ た 状 態 を 説 明
す る た め の 説 明 図 で あ り 、 図 １ ６ Ｂ は 、 図 １ ６ Ａ に 示 す カ テ ー テ ル の チ ュ ー ブ に ワ イ ヤ の
環 状 部 を 通 過 さ せ て い る 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ り 、 図 １ ６ Ｃ は 、 図 １ ６ Ｂ に 示
す カ テ ー テ ル の 取 付 部 と ワ イ ヤ と が 結 合 さ れ た 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ Ｃ に 示 す ワ イ ヤ に よ り カ テ ー テ ル を 口 か ら 体 内 へ と 牽 引 す る 状 態 を 説 明
す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ７ に 示 す カ テ ー テ ル が 体 内 に 留 置 さ れ た 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ
る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ア ク セ ス 器 具 を 説 明 す る た め の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 １ ９ に 示 す ア ク セ ス 器 具 に お け る 穿 刺 具 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 図 ２ ０ に 示 す 穿 刺 具 に お け る 刺 通 針 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 １ ９ に 示 す ア ク セ ス 器 具 を 用 い て カ テ ー テ ル を 体 内 に 留 置 す る 手 順 を 示 す フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 図 １ ９ に 示 す ア ク セ ス 器 具 に お け る 穿 刺 具 を 体 内 へ と 穿 刺 し た 状 態 を 説 明 す る
た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 図 ２ ３ に 示 す 刺 通 針 を 体 外 へ と 抜 去 す る と 共 に 、 ス ネ ア に よ り シ ー ス を 把 持 し
た 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 牽 引 具 の ロ ッ ド を 体 内 に 挿 入 し た 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。

10

20

30

40

50

(13) JP 2007-319345 A 2007.12.13



【 図 ２ ６ 】 図 ２ ５ に 示 す シ ー ス を 体 外 に 抜 去 し て い る 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る
。
【 図 ２ ７ 】 図 ２ ６ に 示 す シ ー ス を 分 割 し て い る 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 従 来 の 構 成 に お い て 、 体 内 へ と 小 径 針 を 穿 刺 し た 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図
で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 図 ２ ８ に 示 す 小 径 針 を ス ネ ア で 把 持 し た 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 図 ２ ９ に 示 す 小 径 針 を 引 き 上 げ て 、 空 腸 前 壁 を 前 腹 壁 に 固 定 し た 状 態 を 説 明 す
る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 図 ３ ０ に 示 す 小 径 針 に よ る 穿 刺 部 位 の 近 傍 に 穿 刺 具 を 穿 刺 し た 状 態 を 説 明 す る
た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 図 ３ １ に 示 す ス ネ ア を 小 径 針 か ら 穿 刺 具 の シ ー ス へ と 移 動 さ せ た 状 態 を 説 明 す
る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 図 ３ ２ に 示 す 小 径 針 を 体 外 へ と 抜 去 し た 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 図 ３ ３ に 示 す シ ー ス か ら 穿 刺 針 を 抜 去 し た 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る
。
【 図 ３ ５ 】 図 ３ ４ に 示 す シ ー ス を 通 し て 体 内 へ と ガ イ ド ワ イ ヤ を 挿 入 し た 状 態 を 説 明 す る
た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ ６ 】 図 ３ ５ に 示 す シ ー ス を 体 外 へ と 抜 去 し た 状 態 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ５ 】
１ ０ ａ 、 １ ０ ｂ … ア ク セ ス 器 具 　 　 　 　 １ ２ … カ テ ー テ ル
１ ４ … 牽 引 具 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ６ 、 ５ ４ 、 １ １ ６ … 穿 刺 具
１ ８ … ロ ッ ド 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ 、 １ １ ８ … ワ イ ヤ
２ ０ ａ … 環 状 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ２ 、 １ １ ４ … 穿 刺 針
２ ２ ａ 、 ６ ４ ａ … 内 腔 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ４ … 押 出 部 材
２ ６ 、 １ ０ ８ … 内 視 鏡 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ８ 、 １ ０ ４ … 空 腸
２ ８ ａ 、 １ ０ ４ ａ … 空 腸 前 壁 　 　 　 　 　 ２ ９ … 口
３ ０ 、 １ ０ ２ … 前 腹 壁 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ２ … 取 付 部
３ ４ 、 １ １ ０ … ス ネ ア 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ６ 、 ７ ２ … 針 部
３ ６ ａ … 刃 面 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ８ 、 ４ ２ 、 ６ ８ … ハ ブ
４ ０ … 切 欠 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ４ 、 ７ ０ … 孔 部
４ ６ … 棒 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ８ … チ ュ ー ブ
５ ０ … 拡 径 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ８ 、 １ １ ２ … シ ー ス
６ ０ … 刺 通 針 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ６ ４ … 管 状 体
６ ６ … 把 持 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(16) JP 2007-319345 A 2007.12.13



【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】
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【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】
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【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】
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